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廿
日
市
市
の
吉
和
地
域
で　

月
６

１０

日
、
７
日
、
住
民
の
自
宅
を
趣
味
の

絵
や
工
芸
品
の
展
示
会
場
と
し
て
開

放
す
る
「
吉
和
お
さ
ん
ぽ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　

「
た
く
さ
ん
の
人
に
、
吉
和
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
そ
ん
な

思
い
か
ら
生
ま
れ
た
「
自
宅
開
放

型
」
の
展
示
会
。
観
光
客
を
呼
び
込

み
、
住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ

な
げ
よ
う
と
住
民
た
ち
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
が
企
画
し
た
。
手
作
り
の

雑
貨
、
採
れ
た
て
の
野
菜
、
縁
側
か

ら
の
風
景
、
自
然
と
暮
ら
す
人
々
。

吉
和
の
魅
力
を
民
家
や
飲
食
店
な
ど
、

　

カ
所
が
会
場
と
な
っ
た
。

２８
　

参
加
者
は
、
吉
和
支
所
前
に
設
置

さ
れ
た
本
部
で
マ
ッ
プ
を
受
け
取
り
、

そ
れ
ぞ
れ
目
的
の
会
場
へ
と
向
か
う
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
「
見
て
、

歩
い
て
、
話
し
て
感
じ
る
吉
和
の
原

風
景
」。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
広
い

吉
和
地
域
に
点
在
す
る
会
場
を
参
加

者
は
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
歩
い
て
回

る
。
目
印
は
、
「
背
番
号
が
描
か
れ

た
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
。
出
迎
え
る
出

展
者
と
の
会
話
を
楽
し
む
の
も
こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
醍
醐
味
だ
。

　

「
想
像
以
上
の
参
加
者
に
実
行
委

員
は
み
ん
な
び
っ
く
り
し
て
い
ま 

す
。
ど
こ
か
へ
の
つ
い
で
に
寄
っ
て

い
た
だ
い
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
見
に
吉
和
に
来
て
い
た
だ

け
た
と
い
う
こ
と
が
う
れ
し
い
で 

す
」
と
実
行
委
員
長
の
吉
岡
真
理
さ

ん
。

　

本
部
で
集
計
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
い
い
企
画
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
ま
た
企
画
し
て
欲
し

い
」
、
「
出
展
者
の
方
が
、
心
か
ら
お

も
て
な
し
し
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し

か
っ
た
」、「
普
段
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
か
ら
も
、

手
ご
た
え
は
十
分
感
じ
ま
し
た
。
何

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
全
体
で
行

う
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
た
の
も
、
地
域

の
方
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
賛
同
し
、

協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
今

回
の
経
験
を
生
か
し
、
第
二
弾
、
第

三
弾
の
『
お
さ
ん
ぽ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
動
き
や
交

流
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
吉
岡
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
た
。

「そば打ちは、田舎体験の元祖です」と語る吉岡利賀夫さん（写真右）。打ったそば
は、すぐにゆでられ、その場で食べられる。自分で打ったそばはおいしくないはず
がありません。「とてもいい体験ができました」と参加者の是澤克哉さん（写真左）

吉
和
の
魅
力
、

丸
ご
と
体
験
―

　

月
６
日
、
７
日
の
両
日
、

１０吉
和
全
域
で
、
自
宅
を
開
放
し
、

趣
味
の
絵
や
工
芸
品
の
展
示
会
場
と
し
て
開
放
す
る

「
吉
和
お
さ
ん
ぽ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
行
わ
れ
た
。

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
２
、０
０
０
人
の
参
加
者
は
、

秋
晴
れ
の
も
と
、
吉
和
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
っ
た
。

見て、歩いて、話して感じる吉和の原風景

吉和おさんぽギャラリー
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参加者に聞きました ―Interview―

 畑河内 　真   さん、理子    さん、
はたごうち まこと りこ

穂花    ちゃん、 菜  々 花   ちゃん
ほのか な な か

どの出展者も必ず話しかけてくださ
り、吉和の自然や風景だけでなく、
そこに住んでいる方々の生活の匂い
を感じることができました。広い吉
和地域が一体となって、すごい企画
だと思います。本当に来てよかった
です。

 是澤 　克哉    さん、あずささん、
これさわ かつや

 弓 奈   ちゃん
ゆ な

プライベートで来ても普段は見るこ
とができないようなところまで見せて
いただき、楽しかったです。地域の
方と触れ合えるのがいいですね。親
しく話をしてくれて、本当に近所の
おじいちゃん、おばあちゃんと話し
ているようでした。

写真＿１　吉和の風景などの写真を
自宅の縁側に展示した光井英水さん
（写真右）。写真歴は５０年だそうで。
「絶え間なく人が訪れてくれたので
忙しかったですが、吉和のことを
知ってもらえるのはとてもうれしい
ことです。こういったイベントがあれ
ば、また参加したいと思っています」
と話してくれた。

１２

写真＿２　何でも捨てない。断捨離
の逆をいく小田豊司さん（写真右）。
その隠れ家的倉庫は、今や宝箱。「吉
和の昔を多くの人に知ってもらいと
参加しました。わたし自信、たくさ
んの人とお話しできて楽しかったで
す」と小田さん。大野地域から訪れ
た河原佑美さんは「広報紙を見て、
楽しそうだと思い来てみました。
思ったとおり、普段行けないところ
に行けたり、出展者の方がやさしく
お話ししてくれたりしたので楽し
かったです」と話してくれた。

写真＿３　二匹の看板犬がお出迎
え。犬と触れ合える癒しの時間を
提供した佐藤さん一家。「イベント
中は途切れることなく訪れていた
だき、楽しい時間を過ごせました」
と佐藤麻友さん。犬を連れて来る
人も多かったとか。「犬の話になる
と会話が途切れませんね」と話し
てくれた。

３４

写真＿４　築１２０年の専立寺。吉和
の深山から切り出された逸材で建築
された総ケヤキの本堂や、金箔の龍
の欄間は圧巻。「住んでいる地域以外
のお寺にはなかなか行く機会がないと
のことで、皆さんに喜んでいただきま
した」と、住職の能島美緒さん。写
教体験も人気だったとのこと。

願
い
は
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

多
く
の
つ
な
が
り
が

で
き
る
こ
と
―


